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（表１）  9 月上旬地帯別トビイロ被害ほ場率 

地帯 市町 
調査 

ほ場数 

坪枯れ発 

生ほ場数 

変色 

ほ場数 

被害 

ほ場率（％） 

南東部 三原市 112 20 25 40.2 

 
尾道市 173 15 34 28.3 

 
福山市 270 1 18 7.0 

南西部 広島市 11 3 0 27.3 

 
呉市 154 22 6 18.2 

 
竹原市 83 29 4 39.8 

 
東広島市 74 26 3 39.2 

中東部 三次市 235 16 9 10.6 

 
庄原市 301 8 10 6.0 

 
府中町 52 8 3 21.2 

 
世羅町 237 11 5 6.8 

 
神石町 283 102 13 40.6 

中西部 広島市 378 122 23 38.4 

 
三原市 65 9 2 16.9 

 
東広島市 734 90 10 13.6 

 
安芸高田市 338 39 34 21.6 

北東部 庄原市 642 13 23 5.6 

北西部 安芸高田市 91 17 7 26.4 

 
北広島町 317 41 4 14.2 

合計   4,550 592 233 18.1 

 ※調査数は，車窓から被害ほ場を計数する見取り調査による。 

 

３ 防除対策 

 

（１）次の幼虫発生盛期は9 月中旬～10 月上旬頃と予測される（表２）。トビイロは，卵や成虫に対す

る薬剤効果が低いため，幼虫発生盛期が防除適期となる。 

（２）トビイロは地域によって発生状況が異なるため，実際のほ場の発生状況を確認して防除する。 

（３）収穫予定の近い品種で被害発生が確認された場合は，可能な限り早めに収穫する。 

（４）10 月以降収穫予定の品種で被害発生が確認された場合，またはトビイロの発生が多い場合は，

収穫前日数など使用基準を遵守して防除を行う。 

（５）本年は近年で最大級の発生量が見込まれるため，基幹防除を行ったほ場でも発生が多い場合は速

やかに追加防除を行う。 
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くよう散布する。
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